
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

長瀞町立長瀞第二小学校学校だより 

   ひのくち                         

令和２年１０月１日・№７ 
 

「灯火親しむべし」 

読書の秋、全校でブックマスター目指します。 

長瀞町立長瀞第二小学校長 石 原   明 

それ程暑くもなく過ごしやすいお天気に恵まれた運動会が、子供たちの笑顔で終わりました。
保護者・地域の皆様方の応援とご支援のおかげと感謝申し上げます。 
中でも６年生は、自分たちの演技・競技はもとより、係の仕事など、全校のリーダーとして本

気でがんばっていました。集合整列、話を聞く態度など、６年生の立派な態度が、長二小のよき
伝統を築いています。 
 さて、朝夕には、涼しいほどになりました。読書の秋、スポーツの秋のまっただ中、学校は１
年の折り返しです。１０月は前半が終わり、後半のスタートになります。５７人の子供たちのた
めに、教職員一丸となって教育活動に取り組んで参ります。 
「読書の秋」この由来は、古代中国の唐時代の詩人、韓愈の漢詩にあるという説が有力です。そ
の詩は、韓愈が息子に学問の大切さを述べたもので、その一節に「灯火親しむべし」があります。
意味は、「涼しく夜の長い秋の夜は灯火の下で読書をするのに適している」ということです。ま
た、この言葉は夏目漱石の『三四郎』という小説の中にも出てきます。『三四郎』は当時、新聞
の連載小説でしたから、多くの読者が「灯火親しむべし」と言う韓愈の言葉を知ることとなり、
その影響力は大きかったでしょう。 
 さて、武田綾乃著の「君と漕ぐ―ながとろ高校カヌー部―（新潮文庫）」と言う本を知ってい
ますか？両親の離婚で引っ越してきた高校一年生の舞奈は、地元の川でカヌーを操る美少女、恵
梨香に出会う。たちまち興味を持った舞奈は、彼女を誘い、ながとろ高校カヌー部に入部。先輩
の希衣と千帆は、ペアを組んで大会でも活躍する選手だったが、二人のカヌーに取り組む気持ち
はすれ違い始めていた。恵梨香の桁違いの実力を知り、希衣はある決意を固めるが……。 
 もう３冊も発行されています。主人公の家は波久礼駅の近くかな？千帆先輩の家は、岩畳商店
街かな？カヌーは矢那瀬かな？そして、ながとろ高校は、中学校の辺かな？と勝手に想像が膨ら
みます。うん、長二小が出てこない？ 
 読書は、自分の人生で味わえない、他の人の人生を体験できたり、時空を超えて、過去や未来
の世界を体験できたりします。また、歴史上の人物と友人になることができます。小説の中の様々
な場面で、登場人物の考え方や気持ちを知ることによって、現実の日常生活の中で自分の言動に
活かしたり、人の気持ちを想像したりすることもできると思います。 
 小説に限らず、本は多くの人の知恵や知識が凝縮されています。正しい日本語、美しい日本語
という点でも、著者だけでなく、編集者や関係者が何度も書き直し、言葉を選んで完成させたわ
けですから、ネットやソーシャルメディアで表現された文章では学べない、言葉や表現を学び、
語彙力や表現力を高めることができるのです。そして、このことは人格を高め、人生を豊かなも
のにしてくれるでしょう。 
 本校では、読書の習慣を身につけるため、低学年は１００冊、中学年は８０冊、高学年は５０
冊を読破するとブックマスターとなります。現在１４人がブックマスターになっています。５７
人全員がブックマスターになれるよう、がんばっていきましょう。 

 

１年生 虫取り体験 
１年生が、岩田地区の 

公園で元気に虫取りをし 
ました。捕まえた虫たち 
は、教室でお世話をしま 
す。 
 
 
 
 
 

６年生 洗濯実習 
 家庭科の授業で、６年生が 
洗濯の実習をしました。自分 
の手で実際に手洗いをしなが 
ら、洗濯の仕方や効果につい 
て学びました。 
 
 
 



 

＜第６２回身体障害者福祉のための美術展＞ 
・入選 ２年 野村櫂生さん「夕方のトマトゆうえんち」 

・入選 ３年 野原遊義さん「すすめ！ぼくらの海ぞく船」 

・入選 ５年 野口壱咲さん「月の危機」 

 
 

９月４日と７日の２日間、郷土を描く児童生徒 
美術展に向けて、井上喜美代様を講師にお招きし 
５年生と６年生の絵画教室を行いました。 
 今年は身近な樋口駅を題材として設定し、子供 
たちは真剣な表情で絵を描いていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０月の生活目標 

○安全に登下校します 

 ・一列にならんで登下校します。 

 ・学校の外でも元気にあいさつをします。 

１ ０ 月 の 行 事 予 定 

 1日（木）特別日課７時間、委員会活動 

      親善陸上記録会練習（５～６年） 

 ２日（金）1･2年校外学習（宝登山、岩畳） 

      親善陸上記録会練習（５～６年） 

 ５日（月）朝読書、一斉下校（14:50） 

 ６日（火）親善陸上記録会壮行会 

      親善陸上記録会練習（５～６年） 

 ７日（水）親善陸上記録会（５～６年） 

 ８日（木）特別日課６時間、親善陸上記録会予備日 

 ９日（金）３年校外学習（秩父郡市内めぐり） 

      親善陸上記録会予備日 

      1･2年校外学習予備日 

１２日（月）あいさつ声かけ運動、スマイルあいさつ 

      朝読書、一斉下校（14:50） 

１３日（火）スマイルあいさつ、朝会（講話） 

１４日（水）スマイルあいさつ 

１５日（木）特別日課７時間、クラブ活動 

PTA登校指導 

１９日（月）読み聞かせ、一斉下校（14:50） 

２０日（火）６年修学旅行（山梨方面） 

２１日（水）縦割り班遊び 

２２日（木）特別日課６時間、教育相談日 

２６日（月）読み聞かせ、一斉下校（14:50） 

２７日（火）学級の時間 

２８日（水）就学時健診、短縮 4時間授業 

一斉下校（13:30） 

２９日（木）特別日課６時間 

３１日（土）土曜授業日、一斉下校（14:50） 

 

 

 ９月９日に、１～２年生児童がひょうたんの収穫体
験をしました。地域にお住まいの浅見優様が、学校農
園横の畑に栽培しているものです。子供たちは棚から
ぶら下がったひょうたんを協力して収穫しました。採
り終えたひょうたんは、浅見様が中身をくり抜いて乾
燥させてくださいます。この後、子供たちが色ぬりを
するのが楽しみです。 

１０月３１日は土曜授業日を実施します。 
今年度は新型コロナウイルス感染症防止の観

点から、保護者・地域の皆様を招いての学校公
開（土曜参観）は実施しません。 
また、子どもまつりについても、校内のみの

実施とさせていただきます。ご理解の程、よろ
しくお願いいたします。 

９月１日 避難訓練 

９７年前に関東大震災が起こった 
この日、長二小では地震を想定した 
避難訓練を実施しました。休み時間 
の最中に突然鳴り響いた非常ベルに 
もあわてずに、真剣に訓練を行うこ 
とができました。 

荒川在住の田中延子様から長瀞 
第二小学校に雑巾とバケツのご寄 
付をいただきました。大切に使わ 
せていただきます。ありがとうご 
ざいます。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 運動会  

          ご協力ありがとうございました 
 

９月１９日（土）コロナ禍の中、例年のように大勢のご来賓をお呼びすることもできず、また種目数

を減らしたり開閉会式等を短縮したりした運動会でしたが、無事に実施することができました。これも

保護者様、地域の皆様のご理解とご協力あってのことだと思います。ありがとうございました。 

 このような逆境の中でも、子供たちは元気いっぱいに、全力で各種目に取り組んでいました。例年と

は違っても、子供一人一人にとって、思い出に残る運動会となりました。子供たちのがんばりに、拍手

です！ 

５０ｍ！８０ｍ！１００ｍ！！徒競走を全力で走ります！ 

中ブロック種目 

中学年３本勝負 

低ブロック種目 

紅白玉入れ【ドラえもん】 

高ブロック種目 

ワープリレー 

１～３年団体種目 

ぐにゃぐにゃタイフーン 

４～６年団体種目 

まほうのじゅうたんリレー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生【主題名】「正しいことは、はっきり言おう」 

【教材名】「心にひびくかねの音」 

 主人公アルベルトが、友人に「つぐみをパチンコで打ちに行こう」と誘われる話です。友人の

誘いとつぐみの命の間で葛藤するアルベルトの心情を考える活動を通して、「正しいと思った

ことを行うには、どんな心が大切だろう。」ということについて考えました。 

 よくないことだと思いながらも、仲間と一緒にいたい気持ちに触れ、友達と一緒につぐみを

打つか断るか、葛藤するアルベルトの気持を話し合いました。そして、正しいと思ったことに自

信をもって行おうとするときの心情を役割演技で表現し、みんなと違う考えだったとしても、

時には勇気を出してはっきり言わなければならないということに気づきました。 

 

 

６年親子種目 

うれしはずかし親子でワン･ツー 

全校綱引き 

「みんなでオーエス」 

全校全力リレー 

秩父音頭 


